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研究成果の概要（和文）：大学生のキャリア発達傾向と効果的なキャリア教育・就職支援について検討した。キャリア
発達傾向は複数の指標を使用して測定した。その結果、キャリア教育で重視している能力や態度に対する自己評価（キ
ャリア意識）は中学校から大学にかけて上昇傾向にあり、職業観に顕著な変動はみられなかった。さらに、大学生は大
学を卒業するまでに職場適応に必要な能力が上昇すると予想していた。また、大学生の就職支援等に関して実践の効果
を検討した。その結果、キャリア教育実践によって自己理解が進展することが示され、就職後に関する情報提供が有益
であることも示唆された。

研究成果の概要（英文）：Career development process and effects of career education and guidance were 
investigated among undergraduates. Career development was assessed by using several scales. Results 
indicated that the career awareness score increased from junior high school to university, however, there 
were no significant change in work value scores. Furthermore, undergraduates expected their workplace 
adaptation skills to increase in college. Also, the effects of career educational practices for 
undergraduates were examined for career guidance. The results indicated that career educational practice 
facilitated self-understanding. It is suggested that providing information on work places would be 
beneficial.

研究分野： 発達心理学

キーワード： キャリア教育　就職支援活動

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

第1回調査 第2回調査
1年生 4.57 (0.48) 4.67 (0.49)
2年生 4.40 (0.51) 4.62 (0.47)
3年生 4.55 (0.50) 4.61 (0.59)
1年生 2.52 (0.62) 2.59 (0.62)
2年生 3.17 (0.91) 3.12 (0.80)
3年生 2.92 (0.63) 3.02 (0.69)

n  = 81

キャリア意識

職業忌避
的傾向

１．研究開始当初の背景 
 わが国では 1999 年から多くの学校でキャ
リア教育が実践されるようになり、中学校で
の職場体験学習や高等学校でのインターン
シップなど、多様な教育実践が展開されてい
る。しかし、依然として若年層のキャリア発
達の問題は、存在していると考えられる。例
えば、わが国における入社 3年以内に離職す
る者の割合は 1995 年以降一定数を維持して
いる。また，その離職理由をみると、「採用
条件と職場の実態が違った」「職場の人間関
係がつらい」等を理由とする割合が高い（労
働政策研究・研修機構, 2007）。これらの理
由をみると、キャリア発達に関する基礎的な
能力・態度等を十分習得できていないことが
早期離職に至る一因であると示唆される。こ
のような背景から、学校から社会への移行期
のキャリア発達過程の検討やキャリア教育
の効果検討が必要と考えられる。しかし、現
在のキャリア教育では実践を行うことに関
心が向けられる傾向が強く、キャリア教育が
どのような効果をもつのかを明らかにする
実践的研究は、特に大学において乏しいと指
摘されている（安達, 2004）。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、キャリア教育（文部科学省, 
2011）の中で重視している意識・態度等に対
する自己評価（キャリア意識）、就職や働く
ことに関連する信念や行動的特徴を主な指
標として、大学生のキャリア発達過程の解明
及び大学における効果的なキャリア教育・就
職支援の在り方について検討することを主
目的とした。具体的には、以下の 3点を目的
とした。 
(1)縦断的データを収集して、大学生のキャ
リア発達傾向を検証する。その際、他の学校
段階等のデータとも比較検討し、大学生の特
徴を明らかにする。 
(2)大学生のキャリア発達や就職活動を促進
する条件を、既存のキャリア教育・就職支援
活動及び実験的講義の有効性等の検討を通
して明らかにする。 
(3)(1)(2)の成果と理論的検討を踏まえて、
キャリア意識の発達プロセスモデルを構築
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究における目的(1)(2)を検討するた
めの実証的研究では、質問紙調査を複数回実
施した。本研究の主な調査対象者は、大学生、
高校生、社会人であった。いずれの調査にお
いても、調査対象者に研究の目的、調査協力
が任意であること、回答したくない（回答し
にくい）質問には回答しなくてもよいこと等
を口頭や調査用紙の表紙に記載するなどし
て説明した。また、縦断的データを収集する
際、大学生対象の調査では、複数の調査用紙
を対応させるため、調査用紙に各自で設定し
た ID 番号を記入するよう求めた。高校生等

を対象にした縦断的調査では、調査協力校で
設定した ID 番号を記入するよう求めた。 
本研究においてキャリア発達は、①キャリ

ア意識、②職業観、③職場適応基礎力、④職
業忌避的傾向の 4つの観点から測定した。①
キャリア意識は、国立教育政策研究所生徒指
導研究センター（2002）の提示した 4領域（人
間関係形成、情報活用、将来設計、意思決定）
に基づくキャリア意識尺度（新見・前田, 
2009）を使用した。回答方法は、各項目内容
に対してそう思う程度の6段階評定であった。
②職業観は、Johnson（2002）の項目を参考
にして 7領域（外的報酬、安定・安全、影響
力、内的報酬、愛他的報酬、社会的報酬、余
暇）の職業観を測定する尺度を作成して使用
した。回答方法は、将来仕事をするときに各
項目の事柄が大切だと思う程度の4段階評定
であった。③職場適応基礎力は、日本経済団
体連合会（2004）がどのような職業に就く場
合にも最低限必要と指摘している能力内容
に基づいて 18 項目を作成して使用した。回
答方法は、現在と大学卒業時点において、各
項目があてはまると思う程度の5段階評定で
あった。併せて、職場適応するために重要だ
と思う項目を選択するように求めた。④職業
忌避的傾向は、古市（1995）の職業忌避的傾
向尺度を使用した。回答方法は、各項目内容
についてあてはまると思う程度の5段階評定
であった。本研究では、これらキャリア発達
に関する指標の以外にも、就職活動にする項
目、学校適応行動、問題解決に関連する質問
項目等も使用した。 
 
４．研究成果 
 (1)キャリア意識と職業忌避的傾向を指標
として、女子大学生を対象に縦断的検討を行
った（表 1）。第 1回調査と第 2回調査の実施
間隔は約 3か月であり、この間に一般企業の
新卒採用活動が開始された。分析の結果、1
年生から 3年生の学年に関係なく、キャリア
意識得点は、第 1回調査から第 2回調査にか
けて統計的に有意に上昇していた。それに対
して、職業忌避的傾向得点は、調査時期に関
わらず、大学 2 年生と 3 年生は、1 年生より
も統計的に高い得点を示した。学年別にみる
と就職活動を本格的に開始する3年生よりも、
2 年生の方がキャリア意識得点の変動が大き
く、職業忌避的傾向得点も高い傾向にあった。
これらの結果から、実際に就職活動に直面す 
 
表 1 調査時期別・学年別のキャリア意識と 

職業忌避的傾向の平均値（標準偏差） 



ることよりも、あと 1年で就職活動が始まる
ことを予期することが働くことに関する意
識の変動に影響する可能性が示唆された。こ
の調査以外にも大学生を対象に縦断的な検
討を行ったが、統計的に顕著な違いはほとん
ど見出されなかった。 
また、高校生のデータ（n = 510）を対象

に縦断的検討（約 1年間間隔）を行った。階
層的重回帰分析の結果から、主に次の 2点が
示された。第 1点目は、キャリア意識の領域
に関わらず、第 1回調査時点のキャリア意識
が高い者は、第 2回調査時点のキャリア意識
も高い。第 2点目は、キャリア意識と学校適
応行動との関連は、縦断的関連よりも同時的
関連が強かった。この結果は、小中学校移行
期について検討した研究（n = 74）において
も同様であった。つまり、各学年において授
業や学習に積極的に取り組み、友人と良好な
関係を築くことがキャリア意識の育成にと
って重要であると考えられる。 
（2）キャリア意識と職業観を指標に、小学
校高学年から大学生までのキャリア発達傾
向を横断的に検討した。その結果、キャリア
意識得点は（n = 2246）、学校段階が進むに
したがって単調増加するのではなく、小学校
高学年から中学校にかけていったん低下し、
その後高校、大学にかけて緩やかに上昇する
傾向にあった。それに対して、職業観得点に
ついてみると（n = 2251）、小学校高学年か
ら高校生にかけて男女ともに外的報酬得点
は低下し、逆に余暇得点が上昇傾向にあった。
その他の職業観得点については顕著な変動
はみられなかった。 
さらに、キャリア意識と職業観の関連性を

検討したところ、キャリア教育で重視してい
る社会人・職業人としての基礎的な能力・態
度が高い児童生徒は、どの職業観も重視する
傾向にあるのではなく、仕事を通じて自己実
現を図り、他者や社会に対して貢献をするこ
とを特に重視することが示唆された。 
(3)職場適応基礎力を指標に、大学 3 年生と
社会人を対象に比較検討を行った。社会人は
大学卒業後に就職し、勤続5年以内であった。
対象者はいずれも女性であった。分析の結果
（図 1）、大学生は社会人に比べて職場適応に
は多くの能力等が必要と捉え、現在から大学 

図 1 職場適応基礎力の平均値（n =148） 

を卒業する時期までに職場適応基礎力が高
まると予想する傾向にあった。それに対して、
社会人は職場適応に重要な項目をあまり選
択しなかったが、基礎的能力が職場での経験
を通じて上昇してきたと捉えていると考え
られた。さらに、大学生のデータに基づいて
現在と大学卒業時点の職場適応基礎力と現
在のキャリア意識との関連性を検討したと
ころ、時期に関わらず職場適応基礎力を高く
評定する者ほど、キャリア意識を高く評定す
ることが示された。 
また、大学生の評定した職場適応基礎力に

ついて大学 2年生と 3年生の間で比較したと
ころ（n = 88）、現在から大学卒業時点まで
得点が上昇する傾向には学年間に顕著な違
いはみられなかったが、職場適応する上で重
要だと思う能力側面について学年差が認め
られた。すなわち、3 年生は自己を表現する
ことを重視する傾向にあったのに対して、2
年生は計画性や誠実性などを重視する傾向
にあった。 
 (4)大学生を対象に大学における専攻（目的
学部・学科と非目的学部・学科）による違い
についても検討した。具体的には、教員養成
系学部・学科に所属している大学生のうち、
将来の希望進路が幼児教育・保育の者、小・
中・高校教諭の者、及び非目的学部・学科に
所属し教職以外の進路（一般企業等）を希望
している者について比較検討した（n = 178）。
その結果、愛他的報酬、社会的報酬、内的報
酬の 3領域に基づく職業観得点は、小・中・
高校教諭希望の者が最も高く、次いで教職以
外の進路を希望している者が高く、幼児教
育・保育を希望している者が最も低かった。
それに対して、共感性に関する得点は、幼児
教育・保育を希望している者の得点が高かっ
た。また、すべての職業観項目を使用して幼
児教育、小学校教育、中・高校教育の各教育
課程の教員等を希望している学生間の比較
も行った（n = 169）。その結果、幼児教育を
希望する学生は、仕事のやりがい、労働条件、
外的な評価など多くの側面を重視する傾向
が認められた。 
さらに、子どもの問題解決場面（自分のク

レヨンが他の子に使われているという相談
を受ける場面）での支援方法について検討し
た（n = 178）。支援方法は、子どもの成長を
促すことを意図した関わり方（クレヨンを返
してほしいことを伝えるよう促す等）と問題
を直接支援者が解決するような関わり方（ク
レヨンを使っている子どもに返すよう指示
をする等）に大別した。分析の結果、小・中・
高校教諭希望の学生は、子どもの成長を促す
ことを意図した関わり方を選択する傾向に
あった。それに対して、幼児教育・保育を希
望する学生は問題を直接支援者が解決する
ような関わり方を選択する傾向にあった。ま
た、仕事を行うことに関する効力感にも進路
希望による違いがみられることが複数の調
査結果から見出された。これらの結果から、



同じ教職を目指す学生であっても、仕事に就
く際に重視する事柄や子どもとの関わり方
における視点等が異なることが示唆された。 
(5)大学におけるキャリア教育・就職支援等
に関する検討の一環として、心理学系授業に
おいて自己理解に焦点化した実験的講義を
行い、その効果を検討した。介入群と対照群
を設定し、キャリア意識及び就職活に関する
項目の比較検討を行った（n = 36）。実験的
講義においては、介入群に対して、ワークシ
ートや進路選択に関する検査類を活用し、自
己理解を促すような実践を6回にわたって実
施した。介入群は卒業後の進路が多様な学科
に、対照群は卒業後に教職に就く者が多い学
科にそれぞれ所属する 3年生であった。 
各群の事前事後における各得点を比較し

た結果、統計的に顕著な違いはみられなかっ
たが、事前事後の得点変化を比較すると以下
のような傾向が認められた（表 2）。すなわち、
介入群は対照群よりもキャリア意識、自己分
析に関する活動、家族との相談の得点が上昇
する傾向にあった。それに対して対照群は介
入群よりも情報収集、課外実習・見学等、受
験勉強や就職試験対策の得点が上昇する傾
向にあった。介入群の方がキャリア意識や自
己分析に関する活動の得点で上昇傾向がみ
られたことから実践にある程度の効果があ
ったことが示唆された。さらに、大学生の情
報活用傾向を検討したところ（n = 109）、情
報提供者（大学、友人）や情報内容（就職活
動、大学生活など）によって受け取った情報
を他者に伝達する傾向に違いがみられた。こ
の結果は、就職支援等における情報提供の方
法について更なる検討の余地があることを
示すものと考えられる。 
 また、卒業後の進路が多様な学科に所属す
る大学2年生を対象に小グループによる実践
を行ったところ、3 年生の結果と同様、統計
的には顕著な違いは認められなかった。しか
し、大学卒業後に就職して 5年以内の社会人
の調査結果等を提示したところ、就職活動を
頑張ろうと思ったや少し安心したなどの感
想が得られた。つまり、就職活動に直結する
情報提供だけでなく、社会人・職業人として 
 
表 2 時期別・群別の平均値（標準偏差） 

の生活や彼らを対象とした調査結果の情報
を提供することによって大学生の進路選択
や就職活動に対する意欲の上昇や進路選択
等に対する不安の低減につながると示唆さ
れる。 
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